
№ 1            上 志 津 原 た よ り             第３３７号 
              

平
成
十
八
年
度 

第
６
回 

定
例
班
長
会
議 

９
月
２
日
19
時
〜 

 

（
出
席
23
名
） 

 

★ 

主
な
議
題
と
討
議
内
容 

 

一
、
幹
線
道
路
一
斉
草
刈
に
つ
い
て 

環
境
衛
生
担
当
よ
り
、
明
日
（
9/3
）
の
作
業
に
つ
い
て
の

段
取
り
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
、
会
計
出
納
報
告 

 

①
「
愛
の
１
円
募
金
」
に
つ
い
て
・
・
・「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
佐
倉
市
実
施
委
員
会
よ
り
、
上
志
津
原
町

会
の
募
金
合
計
額
は
４
万
２
千
707
円
で
し
た
、
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

②
上
志
津
中
サ
ッ
カ
ー
部
が
関
東
大
会
ベ
ス
ト
８
に
な
り
、 

 

町
会
と
し
て
金
５
千
円
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

 

三
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て 

平
成
20
年
６
月
１
日
ま
で
に
火
災
警
報
器
ま
た
は
自
動

火
災
報
知
設
備
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
様
で
す
。 

町
会
全
体
で
一
括
購
入
の
検
討
を
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
以
上 

 
  

平
成
十
八
年
度 

第
７
回 

定
例
班
長
会
議 

10
月
７
日
19
時
〜
（
出
席
23
名 

欠
席
１
名
） 

★ 

主
な
議
題
と
討
議
内
容  

 

一
、
上
志
津
原
大
運
動
会
に
つ
い
て
…
運
動
会
担
当
よ
り 

 

①
１
週
前
の
グ
ラ
ン
ド
の
草
刈 

②
前
日
準
備
の
段
取
り 

 
 
 

 

③
当
日
の
競
技
種
目
と
役
割
分
担 

④
雨
天
中
止
の
場
合 

 
 

以
上
に
つ
い
て
同
担
当
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

二
、
ネ
ズ
ミ
殺
鼠
剤
の
配
布
に
つ
い
て 

市
役
所
か
ら
届
き
次
第
、
各
班
長
が
申
込
者
に
配
布
す
る
段

取
り
を
し
ま
し
た
。 

 

三
、
志
津
南
地
区
「
敬
老
会
」
開
催
に
つ
い
て 

 

10
月
15
日
の
敬
老
会
に
つ
い
て
、
町
会
か
ら
の
応
援
人
選

等
、
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。 

 

四
、「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
に
つ
い
て 

「
千
葉
県
共
同
募
金
会
・
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
お
願

い
文
に
沿
っ
て
、募
金
活
動
の
段
取
り
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 
五
、
町
会
加
入
の
基
準
に
つ
い
て 

①
高
齢
で
町
会
活
動
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
班
長
免
除
等 

②
２
世
帯
住
宅
（
同
居
世
帯
）
に
対
す
る
町
会
加
入
基
準 

共
に
明
確
な
基
準
が
な
い
の
で
「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

に
見
解
を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、次
の
回
答
が
来
ま
し
た
。 

 

①
に
つ
い
て
＝
班
長
の
免
除
を
年
齢
で
決
め
る
の
は
、
個
人

差
が
あ
り
適
当
で
は
な
い
。
本
人
よ
り
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
の
み
当
該
班
長
ま
た
は
町
会
長
が
直
接
面
談
し
、
状
況
を

確
認
し
て
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
対
処
す
る
。 

 

②
に
つ
い
て
＝
同
居
の
形
態
は
様
々
で
、
加
入
基
準
の
設
定

は
困
難
。
当
面
は
本
人
の
申
請
に
委
ね
る
し
か
な
い
。 

審
議
の
結
果
＝
本
年
度
班
長
会
議
と
し
て
は
、「
原
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
見
解
に
異
議
な
し
」と
す
る
事
に
決
し
ま
し
た
。 

 六
、
西
６
組
の
後
任
班
長
に
つ
い
て 

 

佐
藤
班
長
の
死
去
に
伴
い
、
後
任
班
長
の
選
任
を
依
頼
し
て

い
ま
し
た
が
、
大
友
典
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

七
、
街
灯
担
当
か
ら
の
提
案 

▼
街
灯
を
「
蛍
光
灯
」
か
ら
「
水
銀
灯
」
に
交
換
し
て
い
る
所

が
あ
る
。
当
町
会
は
如
何
す
べ
き
か
？ 

検
討
の
結
果 

水
銀
灯
へ
の
交
換
は
か
な
り
の
費
用
が
か
か

る
。
今
年
度
は
従
来
ど
お
り
の
修
理
・
交
換
と
し
、
次
年
度

活
動
計
画
策
定
時
に
再
検
討
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 八
、「
わ
が
町
の
電
話
帳
」
配
布
協
力
に
つ
い
て 

＊
各
班
長
宛
て
送
付
さ
れ
る
の
で
、
個
別
に
配
布
す
る
事
に
。 

・
・
・
以
上 

敬
老
会 

な
ご
や
か
に
行
わ
れ
る 

 

今
年
の
当
地
区
の
敬
老

会
は
10
月
15
日
、
新
築
完

成
し
た
ば
か
り
の
南
志
津

小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。招
待
さ
れ
た
の
は

75
歳
以
上
の
方
々
852
名
、

う
ち
上
志
津
原
の
方
は
127

名
で
、多
数
の
方
々
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
90
歳
（
卒
寿
）

の
方
に
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
が
、上
志
津
原
の
方

で
は
山
崎
ツ
ル
様
に
渡
貫

博
孝
・
佐
倉
市
長
か
ら
直
接

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。式
典
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
敬
老
作

文
は
南
志
津
小
学
校
六
年

生
の
濱
道
由
実
さ
ん
と
渡

辺
絵
里
菜
さ
ん
が
朗
読
し

ま
し
た
。ふ
た
り
と
も
上
志

津
原
の
児
童
で
、上
志
津
原

か
ら
の
出
席
者
と
関
係
者

に
と
っ
て
は
、と
り
わ
け
嬉

し
い
こ
と
で
し
た
。 

式
典
後
は
志
津
わ
か
ば
幼
稚
園
児
の
合
唱
、
下
志
津
小
学
校

児
童
の
和
太
鼓
、
南
志
津
小
学
校
児
童
の
金
管
バ
ン
ド
、
佐
倉

西
高
等
学
校
生
徒
の
吹
奏
楽
と
、
大
人
の
方
に
よ
る
大
漁
唄
込

み
や
相
撲
甚
句
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
登
場
し
た
相

撲
甚
句
は
全
日
本
相
撲
甚
句
協
会
隅
田
川
相
撲
甚
句
会
の
方 

に
よ
る
熱
演
で
、ユ
ー
モ
ア
の

あ
る
内
容
な
の
で
皆
が
頬
を

緩
ま
せ
て
、シ
ー
ン
と
聞
き
惚

れ
て
い
ま
し
た
。 

  

敬
老
会
は
志
津
南
地
区
社

協
が
、福
祉
委
員
の
総
力
を
挙

げ
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、受

付
は
町
会
に
お
願
い
し
、濱
道

ゆ
か
り
様
と
佐
藤
八
重
子
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
志
津
原
の
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
は
松
田 

肇
様
が
取
材
し
て

く
だ
さ
り
、
本
紙
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
を

た
く
さ
ん
掲
載
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。上
志
津
原
の

皆
様
の
ご
協
力
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

上
志
津
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、上
志
津
原
の
方

も
多
数
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。演
芸
で
は
上
志
津
原

の
幼
児
や
児
童
多
数
が
出

演
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
。 

 

敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ

た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
の
、ご

長
寿
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

写
真
・
松
田 

肇 

文 

・
宮
武
孝
吉 

 

幹
線
道
路
一
斉
草
刈
を
終
え
て 

環
境
衛
生
の
役
を
預
か
り
早
半
年
以
上
過
ぎ
、
年
２
回
の

一
斉
草
刈
も
無
事
終
え
ま
し
た
。
誠
に
早
い
も
の
で
す
。
私

は
、毎
日
朝
３
時
に
市
場
に
行
く
繰
り
返
し
の
日
々
で
す
が
、

そ
ん
な
時
に
こ
の
役
を
受
け
て
こ
れ
で
す
こ
し
は
変
わ
る
事

が
出
来
る
と
思
い
受
け
ま
し
た
。
で
も
何
も
わ
か
ら
な
い
私

に
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
斉
藤
さ
ん
に
出
合
い
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
本
当
に
助
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
我
が
町

を
見
る
と
、
ポ
イ
捨
て
の
ゴ
ミ
が
あ
り
誠
に
残
念
で
す
。 

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
来
年
の
課
題
と
し
て
ど
ぶ
の

泥
水
を
切
ら
ず
に
出
す
所
が
あ
り
ま
す
。
前
回
私
が
お
願
い

し
た
通
り
に
し
て
欲
し
い
。
私
の
要
望
は
こ
れ
で
終
り
に
な

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
町
内
美
化
に
協
力
を
お
願
い
ま
す
。 

初
め
て
の
事
で
す

が
、
楽
し
く
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

だ
残
り
の
日
々
が
有
り

ま
す
が
最
後
ま
で
頑
張

り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

横
川
俊
夫 

 

10 月号・・・平成18年10月31日発行
発 行 者・・・上 志 津 原 町 会 

発行責任者・・・上志津原町会広報係 
印 刷・・・花島印刷 461-5552 

南志津小学校の金管バンド 
（朗読した2人もいます） 

原の招待者の大部分は中央付近に集結していました 

市長から記念品を 
受ける山崎ツルさん 

私だって 
できるもん 
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障害物競走（ネットくぐり） 

自転車遅乗り競争 

二人三脚 

煎餅食い競争 幼児レース（かけっこ） スプーンレース 

幼児レース（はしごくぐり） 地区対抗 5人百足リレー 

お願い！ 任せろ！ 

地区対抗 風船運びリレー 

かくてプログラムは順調に進み午前の部は無事に終了しました。そして楽しみの昼食時間です。 

100ｍ競争（小学生男子） 佐倉市長挨拶 

この町の運動
会が始まった
のと、佐倉が市
になったのが
同じ年でありま
して・・・ 

正々堂  々
戦う事を 
誓います！ 

選手宣誓 
セ
レ
モ
ニ
ー
も
あ
っ
て 

競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た 

上
か
ら
競
技
順
に
そ
の
様
子 

を
お
届
け
し
ま
す
。 

ラジオ体操 「イッチ・ニッ・サン！」 すがすがしい朝の空気を  胸一杯吸って～ 

『
地
区
対
抗
得
点
』
で
は
「
風
船
運
び
」「
５

人
百
足
」「
地
区
対
抗
」
の
リ
レ
ー
に
完
勝
し

た
「
南
地
区
」
が
優
勝
し
第
２
位
は
「
西
地
区
」

第
３
位
は
「
東
地
区
」
と
な
り
ま
し
た
。 

双
葉
会
の
み
な
さ
ん
が
、「
玉
入
れ
」
で
「
圧

勝
」
す
る
な
ど
元
気
な
と
こ
ろ
を
見
せ
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
達
の
活
発
な
姿
か
ら
我
が
「
上
志

津
原
町
会
」
の
将
来
は
心
配
な
い
と
確
信
し
た

次
第
で
す
。 

町
会
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
及
び
双

葉
会
、
子
ど
も
会
、
キ
ン
ズ
ス
タ
ー
ズ
、
ツ
イ

ン
ズ
、
エ
ン
ド
レ
ス
の
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な

事
故
・
け
が
等
も
な
く
盛
況
の
う
ち
に
無
事
大

運
動
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

100ｍ競争（小学生女子） さ
る
10
月
22
日
（
日
）「
第
52
回
上
志
津

原
町
会
大
運
動
会
」
が
上
志
津
原
グ
ラ
ン
ド
に

て
青
空
の
も
と
に
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

朝
の
う
ち
は
曇
り
空
で
し
た
が
徐
々
に
天

気
も
良
く
な
り
絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
、

大
勢
の
老
若
男
女
（
０
才
か
ら
？
才
迄
）
の

方
々
が
参
加
さ
れ
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

特
に
幼
児
の
皆
さ
ん
の
出
場
が
多
く
急
遽
レ

ー
ス
数
を
増
や
し
た
為
、
進
行
係
と
賞
品
係
の

方
々
が
嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
る
程
で
し
た
。 
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楽しい 
お昼 

・・・可愛いですねえ。「これぞ町会の運動会ならでは」という光景でした・・・ 

レースそっちのけ、弟？の方が心配です 自分でくぐるお兄ちゃん？ 
ちょっと微笑ましい光景 幼児レース（はしごくぐり）から 

ボク一人でくぐれるよ 

・・・ 

地区対抗リレー 

そーれっ！ 

地区対抗綱引き 

優
勝
は
南
地
区
で
し
た やったね！ 

運
動
会
を
振
り
返
っ
て 

 

昨
年
中
止
に
な
っ
た
、
第
52
回
上
志
津

原
大
運
動
会
を
引
き
継
ぎ
役
員
に
な
り
ま

し
た
が
、
例
年
の
事
が
判
ら
な
い
な
が
ら
も

叱
咤
激
励
を
受
け
、
無
事
開
催
が
出
来
、
終

れ
ま
し
た
事
は
、
町
会
皆
様
方
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
事
と
、
深
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

競
技
中
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

招
待
を
致
し
ま
し
た
敬
老
者
の
皆
様
に
テ

ン
ト
が
無
く
、
不
快
な
思
い
を
さ
せ
ま
し
て

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
又
出
場
者
の

皆
様
に
は
、
レ
ー
ス
数
の
不
足
に
よ
る
お
こ

と
わ
り
な
ど
有
り
、
選
手
集
め
の
協
力
者

共
々
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
反
省
会
に
出
さ
れ
た
数
々
の
ご
意

見
を
、
次
期
に
生
か
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
運
動
会
に
参
加
し
て
原
の
子
供
達

の
多
く
な
っ
た
事
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
班
長
の
一
人
に
、「
幼
児
が
多
く
な
っ

た
か
ら
幼
児
レ
ー
ス
を
多
く
し
て
は
？
」
と

助
言
を
い
た
だ
き
、
多
く
し
て
大
変
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
祝
儀
を
下
さ
っ

た
方
、
用
具
を
（
自
転
車
な
ど
）
貸
し
て
下

さ
っ
た
方
、
グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会
、
キ
ン

グ
ス
タ
ー
ズ
、
エ
ン
ド
レ
ス
、
南
志
津
ツ
イ

ン
ズ
、
双
葉
会
、
子
供
会
、
赤
十
字
奉
仕
団
、

大
久
保
様
な
ど
、
大
勢
の
方
、
又
駐
車
場
を

お
貸
し
下
さ
っ
た
佐
藤
様
、
快
く
御
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま

し
た
。 

 

お
子
様
、
お
孫
様
な
ど
は
楽
し
く
競
技
に

参
加
し
て
い
た
様
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
如

何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 
私
も
借
り
物
で
し
た
が
走
ら
せ
て
い
た

だ
き
運
動
会
を
や
っ
た
と
言
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
見
る
だ
け
で
な
く
協
力
す
る

人
も
役
員
も
、
１
レ
ー
ス
位
は
走
れ
る
運
動

会
も
有
っ
て
も
良
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

皆
様
本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

…
実
行
委
員
一
同
… 

渡

部

鉄

興

㈱

様 

山

下

 

等

 

様 

佐

藤

恒

文

様 

長

谷

川

梨

園

様 

遠

藤

酒

店

様 

大

久

保

峯

夫

様 

明
乳
南
志
津(

販)

様 

横

川

商

店

様 

宮

武

孝

吉

様 

㈱

吉

田

電

設

様 

村

田

 

進

様 

㈲

速
水
工

務
店
様 

キ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ
様 

㈲
東
和
自
動
車
工
業
様 

中

山

亜

茂

様 

パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
様 

島

田

光

夫

様 

山

下

三

好

様 

木

村

耕

造

様 

上
志
津
原
子
供
会
様 

エ
ン
ド
レ
ス
一
同
様 

㈲
ア
ン
ド
ウ
建
窓
様 

村

田

幸

夫

様 

双

葉

会

様 

工

藤

岩

雄

様 

南
志
津
小
学
校
PTA

様 

松

本

栄

治

様 

早

野

 

稔

様 

迫

 

惇

 

様 

藤

野

工

務

店

様 

新

舘

庄

也

様 

池

田

三

知

子

様 

平

野

産

業

㈱

様 

志
津
南
ク
リ
ニ
ッ
ク
様 

山

下

金

一

様 

志

津

南

社

協

様 

南

志

津

小
学

校

様 

石

川

恒

次

様 

上

志

津

消
防

団

様 

明

地

 

功

様 

柄

澤

ヨ

シ

様 

南
ツ
イ
ン
ズ
一
同
様 

テ
ィ
ダ
野
原
冠
二
様 

萩

庭

一

彦

様 

中

原

 

誠

様 

上
志
津
中
学
校
PTA

様 

㈲

加

賀

工

務

店

様 

平

山

俊

明

様 

江

波

戸

淳

様 

藤

井

輝

夫

様 

中

志

津

自

治

会

様 

長

谷

川

定

子

様 

内

野

福

寿

様 

㈱

中

央

フ
ー
ズ

様 

花

島

和

夫

様 

㈲

森

本

水

道

様 

中

山

君

雄

様 

佐

倉

市

様 

我

妻

製

作

所

様 

㈲

光

富

工

業

様 

ス
ナ
ッ
ク
み
の
り
様 

田

上

正

敏

様 

多

々

良 

薫

 

様 

上

志

津

中

学

校

様 

本

城

喜

輝

様 

日

比

野

隆

様 

白
映
舎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
様 

田

口

種

司

様 

丸

田

康

三

様 

長

竹

ト

ヨ

子

様 

小

林

シ

ー

ル

様 

田

村

電

工

様 

斉

藤

石

油

㈲

様 

大

久

保

光

男

様 

㈲

岩

田

材

木

様 

栫

 

勝

博

様 

佐

倉

工

業

㈱

様 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
GC

様 

三

瓶

三

夫

様 

㈲

藤

井

清

掃

様 

田

生

妙

則

様 

理

容

ハ

ツ

セ

様 

菅

原

電

設

様 
 

受
付
及
び
ご
記
帳
順
に 

ご
紹
介
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご祝儀 ありがとうございました   厚く御礼申し上げます 

幼児対双葉会 
玉入れ競争 

さすがぁ！ 
年の功 

←借り物競争→ 

水筒！水筒！ 美人！美人！ 

ハイッ！ 
ハイヨッ！ 

言葉は勝手に入れています 

午
後
の
部
の
ス
タ
ー
ト
で
す 

 



№ 4            上 志 津 原 た よ り             第３３７号 
     

敬
老
作
文 

 
 

う
ち
の
祖
父
母 

南
志
津
小
学
校
６
年 

 

濱
道 

由
実 

  

う
ち
に
は
祖
父
と
祖
母
が
い
ま
す
。
う
ち
の
祖
父
は
昭
和

13
年
の
８
月
28
日
生
ま
れ
の
68
才
で
す
。
出
身
が
青
森
な

の
で
、
い
つ
も
、
い
か
や

ほ
た
て
な
ど
海
の
食
べ

物
な
ど
、た
く
さ
ん
の
物

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。ど

れ
も
お
い
し
い
で
す
。

68
才
の
今
で
も
祖
父
は

シ
ル
バ
ー
人
材
で
元
気

に
働
い
て
い
ま
す
。休
み

の
時
は
畑
に
行
っ
て
野

菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。ど

の
野
菜
も
で
き
が
よ
く

と
て
も
お
い
し
い
で
す
。 

 

う
ち
の
祖
母
は
祖
父

と
同
じ
く
昭
和
13
年
の

９
月
30
日
生
ま
れ
で
す
。

姉
妹
が
多
い
た
め
、
近
く
に
姉
妹
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

 

祖
母
も
清
そ
う
の
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
元
気

な
祖
父
た
ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

 

祖
父
は
昔
、
短
き
ょ
り
の
選
手
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
祖
父
に
は
、「
手
を
立
て
に
ふ
れ
」
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
で
も
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
た
め
足
は
速
く
な

り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
失
敗
し
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
祖
父
の
言
う
こ
と
は
き
ち
ん
と
聞
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

祖
母
は
心
配
性
で
う
る
さ
い
所
が
き
ら
い
で
す
。
で
も
、

私
の
た
め
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
ま
す
。
幼
ち
園
の

行
事
の
時
に
は
よ
く
見
え
る
席
を
と
る
た
め
に
朝
、
早
く
か

ら
並
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
小
学
校
の
授
業
で
使
う
虫
を
い
っ

し
ょ
に
と
り
に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
毎
朝
、
金
管
の

朝
練
で
朝
早
く
家
を
出
て
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
朝

食
の
用
意
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
祖
母
は
よ
け
い

な
事
も
よ
く
す
る
の
で
、
私
は
つ
い
反
抗
的
な
態
度
を
と
っ 

て
し
ま
い
、
申
し
わ
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

祖
父
と
祖
母
は
私
た
ち
孫
が
大
き
く
な
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
二
人
の
た
め
に
何
か
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
今
は
何
を
し
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
心
配

だ
け
は
か
け
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
近
、
二
人
が
年
を
と
っ
て
き
た
事
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
祖
父
は
、
こ
の
前
の
り
な
れ
た
バ
イ
ク
な
の
に
い
そ

い
で
い
て
か
る
い
事
故
を
お
こ
し
ま
し
た
。
祖
母
は
つ
か
れ
て

い
る
ら
し
く
、
よ
く
い
ね
む
り
を
し
て
い
ま
す
。 

二
人
と
も
体
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
で
長
生
き
を
し
て
ほ
し

い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 

終 
― 

    

ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
…
① 

上
志
津
原
十
字
路
で
玉
突
き
事
故
発
生 

 

９
月
４
日
午
後
６
時
４０
分
頃
、
上
志
津
原
十
字
路
の
南
方

向
行
き
道
路
、
中
華
料
理
店
一
龍
さ
ん
前
で
車
４
台
が
か
ら
む

玉
突
き
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

赤
信
号
で
待
っ
て
い
た
車
列
に
中
型
の
貨
物
自
動
車
が
追

突
。
玉
突
き
さ
れ
た
３
台
は
い
ず
れ
も
軽
自
動
車
で
、
先
頭
車

両
は
後
部
が
、２
台
目
と
３
台
目

は
コ
ッ
ツ
ン
コ
し
た
状
態
で
前

後
が
か
な
り
破
損
し
て
い
ま
し

た
。２
台
目
に
は
子
ど
も
も
乗
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

救
急
車
が
次
々
に
到
着
、４
〜

５
台
は
来
た
で
し
ょ
う
か
。現
場

は
サ
イ
レ
ン
の
響
き
と
、交
差
す

る
赤
色
燈
の
光
で
し
ば
ら
く
騒

然
と
し
ま
し
た
。 

 

貨
物
自
動
車
の
運
転
手
は
車

を
降
り
て
ま
も
な
く
気
を
失
っ

て
い
き
な
り
ド
ス
ン
と
後
ろ
に

倒
れ
た
そ
う
で
す
。
近
所
の
人
が
ほ
っ
ぺ
た
を
叩
い
た
ら
気
を

取
り
戻
し
た
、
と
の
こ
と
。
そ
の
運
転
手
さ
ん
は
一
龍
さ
ん
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
前
で
う
ず
く
ま
っ
て
、
他
の
人
が
次
々
に
救
急

車
に
収
容
さ
れ
て
い
く
作
業
の
た
め
待
た
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
や
が
て
救
急
隊
員
が
き
て
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、
救
急
車
に
収
容

さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
っ
か
り
し
た
信
号
の
あ
る
交
差
点
で
、
信
号
待
ち
、
と
い

う
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
風
景
の
中
で
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と

は
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｔ
） 

 

 

ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
…
② 

木
目
込
人
形
同
好
会
が
展
示
会
を
開
催 

                  

                                    
 

編
集
後
記
【 

上
志
津
原
た
よ
り
の
目
次
案
内 

】 

今
号
は
目
次
案
内
を
撤
去
し
ま
し
た
。
記
事
が
多
す
ぎ
て

ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
し
た
と
い
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
た
っ
た

４
ペ
ー
ジ
の
広
報
紙
で
す
か
ら
、
必
要
性
が
小
さ
い
と
判
断

し
た
の
で
す
。
長
年
の
伝
統
を
破
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
意
見
が
あ
れ
ば

寄
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
広
報
… 

敬
老
会
の
時
に
「
敬
老
作
文
」
を
朗
読
し
た
の
は
南
志
津

小
学
校
の
児
童
２
名
で
し
た
が
、
何
と
２
名
と
も
上
志
津

原
の
児
童
で
し
た
。
そ
の
時
朗
読
し
た
作
文
を
掲
載
し
ま

す
が
、
今
号
は
運
動
会
も
あ
っ
て
両
方
の
作
文
は
掲
載
し

き
れ
ま
せ
ん
。
従
っ
て
今
回
は
朗
読
順
に
濱
道
由
実
さ
ん
、

次
号
に
渡
辺
絵
里
菜
さ
ん
の
作
文
を
掲
載
し
ま
す
。 朗読する濱道由実さん 

その右は渡辺絵里菜さん 

こ
の
町
の
サ
ー
ク
ル
、
木

目
込
人
形
同
好
会
が
、
10

月
７
（
土
）・
８
（
日
）
の

２
日
間
、
西
志
津
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
2F
で
展
示
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

入
場
者
は
200
名
を
超
え

る
盛
況
で
、
会
場
内
に
は

「
マ
ァ
可
愛
い
」
と
か
「
綺

麗
ね
ェ
」
と
い
っ
た
声
が
あ

ち
こ
ち
か
ら
漏
れ
、
大
変
好

評
な
展
示
会
で
し
た
。 

上
志
津
原
か
ら
も
多
く

の
人
が
来
て
く
れ
た
そ
う

で
、
サ
ー
ク
ル
の
人
た
ち
も

「
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
」
と

仰
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
Ｍ
） 

 
 
 
 

お
知
ら
せ 

◎ 

転
入
（
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ
） 

東
地
区 

玉
木
一
班 

福 
 

正
彦 

さ
ん 

７
月 

〃 
 

玉
木
一
班 

大
澤 

雅
邦 

さ
ん 

７
月 

〃 
 

光 

ヶ 

丘 

矢
作 

賢
一 

さ
ん 

８
月 

〃 
 

光 

ヶ 

丘 

中
原
由
佳
理 

さ
ん 

８
月 

〃 
 

九    

組 

石
川 

早
苗 

さ
ん 

９
月 

西
地
区 

一    

組 

村
上 

数
利 

さ
ん 

９
月 

〃 
 

六    

組 

小
林 

千
尋 

さ
ん 

〃 
 

栗
林
一
班 

大
原 

正
司 

さ
ん 

10
月 

南
地
区 

原 

二 

班 

田
中 

茂
夫 

さ
ん  

 

◎ 

子
供
会
よ
り
（
廃
品
回
収 

収
益
報
告
） 

４
月 

￥
１
０
，
３
４
０ 

５
月 

￥
１
２
，
６
２
５ 

６
月 

￥ 

９
，
０
５
５ 

７
月 

￥
１
１
，
１
１
０ 

８
月 

￥ 

９
，
７
０
０ 

こ
の
収
益
は
子
供
会
の
貴
重
な 

活
動
資
金
に
な
り
ま
す
。
子
供 

達
の
為
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

日本赤十字社から感謝状 

町会からの寄付に対して、堂本知事

及び渡貫市長連名のお礼状が届いて

います。 

長すぎて文面は掲載出来ませんが、

お礼状の印だけ紹介しておきます。 

 

10月７日の会場風景 

玉突き事故の現場 


